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一軸圧縮試験および一面せん断試験における花崗岩の粉砕粒子特性
Properties of comminuted granite subjected to uniaxial compression and direct shear tests
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一軸圧縮試験および一面せん断試験における花崗岩の粉砕粒子特性

本研究では花崗岩の一軸圧縮試験と一面せん断試験を行い，粉砕粒子の形状が粉砕様式の違いを反映するか否かにつ
いて検討した．また，弾性ひずみエネルギー密度 (J/cm3)と粉砕粒子の比表面積 (m2/cm3)の関係について明らかにした．
一軸圧縮試験では高さ 2 ˜ 5 cm，直径 1.2 ˜ 1.7 cmの円柱状試料を作製し，破壊応力 91 ˜ 137 MPaを与えた．一面せん

断試験では垂直応力 1.125 ˜ 4.5 kgf/cm2 を与えて，30分間で水平変位量 10 mmせん断した．
粉砕粒子の形状特性について，一軸圧縮試験で生成された粉砕粒子の形状は，破壊応力の大きさに関わらず，鋭い凌を

有した不規則形状，棒状，針状，板状を呈する．一面せん断試験後の粉砕粒子の形状は，垂直応力 3.375 kgf/cm2以上の
場合，半数を超える 100μm以上の粉砕粒子で凌が丸みを帯びた形状を呈する．しかしながら，垂直応力 2.25 kgf/cm2
以下の場合，一部の 100μm以上の粉砕粒子で凌が丸みを帯びる程度である．これらの観察結果より，粉砕粒子の形状
は粉砕様式の違いを反映すると考えられる．
生成された粉砕粒子の比表面積は Arガスによるガス吸着法で測定した．一軸圧縮試験の結果，弾性ひずみエネルギー

密度は粉砕粒子の比表面積の増加に比例する．一面せん断試験の結果，垂直応力 3.375 kgf/cm2以上の場合，せん断応力
は粉砕粒子の比表面積増加量に比例する．これら二つの破壊実験の結果より，弾性ひずみエネルギー密度と粉砕粒子の
比表面積の間には，Rittingerの粉砕法則に基づいた関係式が成り立つと考えられる．

キーワード: Rittingerの粉砕法則,粉砕粒子,弾性ひずみエネルギー密度,比表面積
Keywords: Rittinger’s hypothesis, comminuted particles, elastic strain energy density, specific surface area

1/1


